
第５７３号２０１８年（平成３０年）７月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（９）
　
経
済
改
革
が
進
む
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
昨
春
、
旅
行
会
社
を

起
業
し
た
鈴
木
俊
良
さ
ん

（
平
26
経
済
）
が
６
月
19

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
後

輩
約
２
０
０
人
に
向
け
て
自

身
の
体
験
を
講
演
し
た

写

真
。
鈴
木
さ
ん
の
専
大
で
の

講
演
は
今
回
で
３
回
目
。

　
鈴
木
さ
ん
は
飯
沼
健
子
ゼ

ミ
の
Ｏ
Ｂ
。
卒
業
後
は
旅
行

会
社
に
就
職
し
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
３
年
間
勤
務
し
た
。
２

０
１
７
年
５
月
に
退
職
し
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
東
北
部
シ
ャ
ン

州
の
ニ
ャ
ウ
ン
シ
ュ
エ
を
本

拠
に
旅
行
会
社
を
設
立
し

た
。

　
講
演
会
で
鈴
木
さ
ん
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済
事
情
や

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

語
り
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ビ

ジ
ネ
ス
界
は
よ
り
競
争
が
激

し
く
な
る
」
と
今
後
の
展
望

校
友
会
情
報

グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

▽
10
月
19
日
（
金
）
８
時
〜

ス
タ
ー
ト
▽
泉
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
▽
会
費

申
込
金
５

０
０
０
円
、
プ
レ
ー
費
１
６

５
０
０
円
▽
申
し
込
み

９

月
７
日
（
金
）
必
着

問
校
友
会
事
務
局
☎
03
・
３

２
６
５
・
７
５
７
９

〈
香
川
支
部
総
会
〉

▽
７
月
27
日
（
金
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
か
ら
徒
歩
１

分
「
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
高
松
」
問
横
田
幸
三
氏
☎

０
９
０
・
１
３
２
６
・
８
１

５
４

〈
流
山
支
部
総
会
〉

▽
８
月
11
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
柏
駅
か
ら
徒
歩
１
分

吉
泉
光
善
氏
（
よ
し
い
ず
み

・
み
つ
よ
し

昭
50
経
済
）

山
形
い
す
ゞ
自
動
車
㈱
代
表

取
締
役
社
長
に
５
月
25
日
付

で
就
任
。
本
社

山
形
県
。

各
種
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
販
売

業
。

南
邦
男
氏
（
み
な
み
・
く
に

お

昭
60
法
）
山
梨
県
民
信

用
組
合
理
事
長
に
６
月
29
日

付
で
就
任
。
本
社

山
梨

県
。
金
融
業
。

原
清
氏
（
は
ら
・
き
よ
し

昭
61
商
）
㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
ウ

エ
ス
ト
代
表
取
締
役
社
長
に

６
月
25
日
付
で
就
任
。
本
社

大
阪
府
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
運
営
。

ア
ド
ニ
ス
84
号
刊
行

　
７
月
15
日
刊
行
の
校
友
会

誌
「
ア
ド
ニ
ス
84
号
」
で

は
、
代
議
員
会
の
報
告
に
加

え
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
横
田

真
一
さ
ん
（
平
６
商
）
の
特

別
講
座
を
掲
載
。「
わ
れ
ら

専
修
人
」
で
は
、
渋
谷
区
長

の
長
谷
部
健
さ
ん
（
平
８

商
）、
㈱
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｋ
ａ
ｉ
ｇ
ｏ
代
表
取
締
役
の

秋
本
可
愛
さ
ん
（
平
25
商
）

を
紹
介
す
る
。

２
０
１
８
年
春
の
叙
勲

◇
瑞
宝
中
綬
章
◇

石
原
喜
文
氏
（
昭
40
院
法
修

・
山
梨
）
調
停
委
員
功
労
、

教
育
研
究
功
労

◇
旭
日
小
綬
章
◇

福
本
琢
美
氏
（
昭
43
商
・
愛

媛
）
地
方
自
治
功
労

◇
旭
日
双
光
章
◇

下
池
新
悟
氏
（
昭
44
法
・
石

川
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労

◇
瑞
宝
双
光
章
◇

横
田
光
二
氏
（
昭
46
経
済
・

群
馬
）
調
停
委
員
功
労

　
私
た
ち
は
日
々
、
さ
ま

ざ
ま
な
気
分
を
感
じ
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
あ
な
た
が
朝
寝
坊

を
し
た
時
に
「
ヤ

バ
イ
遅
刻
だ
ぁ
」

と
考
え
た
と
し
ま

す
。
も
し
も
、
心

に
「
焦
り
」
と
い

う
気
分
が
生
じ
れ

ば
、

あ

な

た

は

「
走
っ
て
」
大
学

へ
向
か
う
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
朝

寝
坊
を
し
た
時
に

「
ま
ぁ
、
来
週
行

け
ば
い
い
か
」
と

考
え
る
と
、
気
分

は
「

穏

や

か

」

で
、「
の
ん
び
り

歩
い
て
」
学
校
に
向
か
う

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

朝
寝
坊
を
繰
り
返
し
て
、

「
ま
ぁ
、
来
週
…
…
」
と

い
う
考
え
方
が
癖
に
な
る

と
、
そ
の
う
ち
に
「
罪
悪

感
」
や
「
絶
望
感
」
と
い

っ
た
気
分
に
支
配
さ
れ

て
、
問
題
が
生
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
前
述
し
た
例
の
よ
う

に
、
考
え
・
気
分
・
行
動

に
は
密
接
な
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
考
え

に
は
、
そ
の
人
な
ら
で
は

の
自
覚
し
て
い
な
い
癖
が

あ
り
ま
す
。
あ
る
意
味
、

私
た
ち
は
、
自
分
ら
し
い

考
え
・
気
分
・
行
動
な
ど

の
相
互
作
用
を
受
け
な
が

ら
、
時
に
悩
み
、
時
に
喜

び
を
感
じ
て
、
日
々
を
過

ご
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
例
え
ば
、
臨
床
心
理

学
の
認
知
行
動
療
法
と
い

う
分
野
で
は
、
自
分
自
身

の
考
え
、
気
分
や
行
動
の

悪
循
環
を
改
善
す
る
よ
う

な
考
え
方
を
探
し
ま
す
。

　
認
知
行
動
療
法
に
限
ら

ず
、
多
く
の
場
合
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
で
は
自
分
自

身
の
抱
え
て
い
る
悩
み
に

ま
つ
わ
る
考
え
や
気
分
を

言
葉
に
す
る
こ
と
で
、
心

の
中
を
見
つ
め
る
作
業
を

行
い
ま
す
。
言
葉
に
す
る

こ
と
で
、
悩
み
の
中
に
潜

ん
で
い
る
、
普
段
は
意
識

し
て
い
な
い
、
大
切
な
何

か
が
見
え
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
悩

ん
だ
時
に
は
、
気
軽
に
相

談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
並
木

悠
介
）

気分はどこからやってくる？

　
５
月
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
で
最
高
賞
の
パ
ル
ム
ド
ー

ル
を
獲
得
し
た
映
画
『
万
引

き
家
族
』(

是
枝
裕
和
監
督)

は
現
在
大
ヒ
ッ
ト
上
映
中
。

映
画
の
制
作
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
一
人
と
し
て
担
っ

た
。

　
こ
の
映
画
は
、
都
会
の
片

隅
で
貧
し
い
生
活
を
送
る
寄

り
合
い
状
態
の
一
家
を
起
点

に
、
児
童
虐
待
、
リ
ス
ト

ラ
、
年
金
詐
欺
な
ど
現
代
日

本
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
る
。

観
衆
に
笑
い
や
涙
を
誘
い
な

が
ら
「
家
族
と

は
な
に
か
」
を

投
げ
か
け
た
。

　「
問
い
か
け

は

カ

ン

ヌ

で

も
、

日

本

の

人
々
に
も
届
い

た
と
思
っ
て
い

ま
す
」

　
岐
阜
県
下
呂

市
出
身
。『
ス

タ
ー
・
ウ
ォ
ー

ズ
』
で
映
画
に

憧
れ
た
。
専
修

大
学
を
志
望
し

た
の
は
「
映
画
作
り
の
サ
ー

ク
ル
『
映
画
研
究
同
好
会
』

に
入
り
た
か
っ
た
か
ら
」。

映
画
を
見
る
側
か
ら
作
る
側

に
変
わ
り
、
８
ミ
リ
カ
メ
ラ

片
手
に
制
作
活
動
に
励
ん

だ
。「
自
然
豊
か
な
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
は
映
画
の
作
り
手

に
と
っ
て
絶
好
の
場
。
私
の

原
点
で
す
」

　
３
年
先
輩
に
は
自
主
映
画

の
登
竜
門
と
呼
ば
れ
る
映
画

祭
「
ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
在
学
中
グ
ラ

ン
プ
リ
を
取
っ
た
小
松
隆
志

さ
ん(

昭
62
商)

が
い
る
。
小

松
さ
ん
は
賞
金
を
手
に
長

野
県
で
長
期
ロ
ケ
を
敢
行

し
た
。「
先
輩
の
背
中
を
追

い
、
炊
き
出
し
担
当
で
参
加

し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
レ
ン
ズ
と
フ
ィ
ル
ム
を
通

し
て
仲
間
た
ち
と
語
り
合
っ

た
か
け
が
え
の
な
い
日
々
が

あ
っ
た
。

　
卒
業
後
も
迷
わ
ず
映
像
の

道
へ
。
映
像
制
作
会
社
Ａ
Ｏ

Ｉ
　
Ｐ
ｒ
ｏ.

プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
映
画
や
ド
ラ
マ

制
作
を
数
多
く
担
当
し
て
き

た
。
一
つ
一
つ
実
績
を
積
み

重
ね
る
中
で
「
専
大
の
映
研

の
部
室
が
懐
か
し
く
て
た
ま

ら
な
く
な
る
」
と
、
夜
中
に

車
を
飛
ば
し
て
生
田
の
坂
を

上
っ
た
こ
と
も
。

　
世
界
中
の
映
画
人
憧
れ
の

カ
ン
ヌ
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ

ト
を
踏
ん
だ
の
は
、
同
じ
く

是
枝
作
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
『
海
よ
り
も
ま
だ
深

く
』
の
２
０
１
６
年
に
続
い

て
２
回
目
。「
映
研
の
仲
間

を
代
表
し
て
歩
い
て
い
る
ん

で
す
」。
柔
ら
か
な
笑
顔
で

語
っ
た
。

－懐かしい専大「映研」時代－

『
万
引
き
家
族
』
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

代よ

せ情
　
明

あ

き

ひ

こ彦
さ
ん

（
平
２
経
済
）

分
「
浦
和
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
」
問
池
嶋
久
春
氏
☎
０
４

８
・
６
６
６
・
６
３
７
７

「
麗
宮
飯
店
」
問
岸
本
國
雄

氏
☎
04
・
７
１
５
３
・
１
９

１
２

〈
北
信
越
連
合
大
会
〉

▽
８
月
25
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
か
ら
徒
歩
５

分
「
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長

野
」
※
桂
小
文
治
さ
ん
（
昭

55
商
）
と
立
川
談
修
さ
ん

（
平
７
法
）
の
落
語
公
演
あ

り
。
問
関
宏
之
氏
☎
０
９
０

・
３
０
８
２
・
７
２
０
０

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
親
睦

会
〉

▽
８
月
25
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か
ら
徒
歩
13

分
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
７
旭
川
（
旧
旭

川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）」
問

赤
松
壽
美
氏
☎
０
１
６
６
・

53
・
６
７
３
６

〈
埼
玉
校
友
会
総
会
〉

▽
９
月
８
日
（
土
）
14
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
か
ら
徒
歩
３

　専修大学は2019年に創立140年を迎えます。

また、石巻専修大学は2018年に創立30年を迎

えました。学校法人専修大学では、さらなる飛

躍と発展を期すため「専修大学創立140年・石

巻専修大学創立30年記念事業募金」（募集期間

５年間）を設け、広く募集を行っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大学募金

局」（☎03・3265・3157）へお願い申し上げます。

募金局からのお願い

◆「古本募金」にご協力を
http://www.furuhon-bokin.jp/senshu-u/

秋のキャンペーン  9～10月 10％UP

　
学
校
法
人
専
修
大
学
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
宇

都
榮
子
名
誉
教
授
に
日
髙
義

博
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

　
授
与
式
は
７
月
11
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、

宇
都
名
誉
教
授
は
「
学
生
の

学
習
環
境
の
向
上
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

感
謝
状
を
手
に
す
る
宇
都
名
誉

教
授
（
前
列
中
央
）、
左
は
佐
々

木
学
長
、
右
が
日
髙
理
事
長

宇
都
名
誉
教
授
に
感
謝
状

　
６
月
16
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
校
友
会
代
議
員
会
が

開
催
さ
れ

写
真
、
全
国
か

ら
代
議
員
１
３
９
人
が
出
席

（
委
任
状
３
８
２
人
）
し
、

意
見
を
交
わ
し
た
。

　
議
事
で
は
平
成
29
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
、
監

査
報
告
、
平
成
30
年
度
事

業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算

代
議
員
会
を
開
催

キ
リ
の
理
容
室

 

上
野
歩
著

　
理
容
店
を
舞
台
に
し
た
小

工
場
を
取
材
し
た
小
説
が
話

題
に
。
今
回
は
そ
の
取
材
力

を
生
か
し
て
理
容
業
界
の
理

想
と
現
実
に
迫
っ
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
複
数
の
理

容
師
と
の
出
会
い
。
業
界
の

歴
史
を
学
び
、
理
容
学
校
の

授
業
を
受
け
た
。「
ハ
サ
ミ

や
カ
ミ
ソ
リ
を
扱
う
生
徒
た

ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
に
圧

倒
さ
れ
た
」
と
言
う
。

　
全
国
に
10
万
軒
と
い
わ
れ

る
理
容
店
。
競
争
は
激
し

く
、
店
主
は
、
ウ
デ
は
も
ち

ろ
ん
、
立
地
か
ら
従
業
員
の

育
成
ま
で
経
営
全
体
へ
の
力

量
が
求
め
ら
れ
る
。
文
中
で

も
神
野
キ
リ
が
こ
う
し
た
課

題
に
直
面
し
、
悩
む
場
面
が

出
て
く
る
。

　
上
野
さ
ん
は
「
奮
闘
す
る

主
人
公
が
社
会
人
と
し
て
成

長
す
る
姿
に
心
を
寄
せ
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
一
途
に
打
ち
込
む
職
人

に
光
を
当
て
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。（
講
談
社

・
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
旅
行
会
社
起
業

鈴
木
さ
ん
体
験
を
語
る

を
語
っ
た
。

　
さ
ら
に
２
年
間
休
学
し
て

中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ナ

ダ
に
留
学
し
た
こ
と
や
、
国

際
協
力
サ
ー
ク
ル
で
参
加
し

た
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
な
ど

在
学
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披

露
し
た
。

　「
学
生
時
代
か
ら
目
的
意

識
、
目
標
を
持
っ
て
全
力
で

取
り
組
も
う
」
と
後
輩
た
ち

に
呼
び
か
け
た
。

説
『
キ
リ
の
理
容
室
』
は
、

自
分
と
父
親
を
捨
て
た
理
容

師
の
母
親
を
見
返
す
た
め
、

専
門
学
校
を
卒
業
し
理
容
店

で
修
業
す
る
神
野
キ
リ
の
物

語
。
彼
女
の
夢
は
「
女
性
も

通
え
る
お
も
て
な
し
精
神
の

店
を
持
つ
こ
と
」だ
。

　
著
者
の
上
野
歩
さ
ん
（
昭

63
文
）
は
小
説
す
ば
る
新
人

賞
で
デ
ビ
ュ
ー
。
最
近
は
、

『
削
り
屋
』
を
テ
ー
マ
に
町

（
案
）、
役
員
改
選
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

＜校友＞




